
シ カ ゴ 大 学 の 事 な ど

広報係の方から新任教官としての自己紹介をか

ねて何か書くようにというおすすめなので,私が

昨年末まで 6年余り過ごした米国の様子 ,特 にシ

カゴの町と大学の様子を中心に書く事にします。

私が米国に渡 ったのは1974年 の夏で,シ カゴ大

学 (74～ 76,78～ 80)と スタンフォー ド大学 (76

～78)に籍をおきました。米国の印象は一言にい

って極めて多様で巨大な国で,単一民族が狭い国

土に住んでいる状況に慣れた者にとってはいささ

かとらえどころがないといった感 じでした。たと

えばシカゴの町とスタンフォード大学のあるサン

フランシスコ郊外とは ,気候も風土も全 く異なっ

ており,生活様式にもかなりの違いがあります。

特にニューヨーク,シ カゴのような大都会ではス

ラムとか犯罪とかいった都市特有の問題をかかえ

ており,大都会以外の米国とは際だった対称をな

しています。

シカゴの町は五大湖の 1つのミシガン湖に面し,

米国のほぼ中央部に位置する米国第 2の都会です。

イリノイ州, ウィスコンシン州,オ ハイオ州など

で代表される米国の中西部は,ニ ューヨーク・ ボ

ス トンなど国際的な色あいの強い東部や,急進的

なカリフォルニアに代表される西部とちがって
,

何となく泥 くさい感 じがしますが,勤勉・実直な

典型的米国人の住む所だとされています。

シカゴ大学は ,dOWn tOWn(高層ビルのある

市の中心街)か ら南へ10マ イルほどの所にあって,

キャンパスの周囲 2マ イル四方位に大学関係者が

集中して住んでおり,そ の外側はスラムに囲まれ

ています。シカゴにいる間よく治安についてたず

ねられましたが,残念ながらあまりよいとは言え

ません。夜遅 く1人歩きしないというようなルー

ルを守って生活する限り事故にあう事はほとんど
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ないようでしたが,学生の人などは慣れからだん

だん大胆になって,無理をして被害にあうという

事が時折あったようです。

シカゴ大学が日本で知られているとすれば ,多

分 Fer m iら によって原子核の連鎖反応が初めて

実現された所としてだと思いますが ,原子炉のあ

った場所は現在図書館がたっており,そ の前の芝

生に記念の彫刻が置いてあります。ここで行なわ

れた実験が ,広島 。長崎の原爆へとそのままつな

がっていぅたわけで,日 本人として複雑な気持が

します。

私の関係 した物理学教室は,現在 ,南部陽‐郎

(素粒子論),S.Chand rasekhar(天体物理 )

L Kadanoff(統 計物理),J、 CrOnin(高エ

ネルギー実験),U・ Fano(原子物理)E Pa■

ker(プ ラズマ),ら 著名な研究者をかかえており,

Fermi以来の伝統を受け継いでいます。 南部教
授は ,私が特にお世話になった方ですが, 日本人

教授は,他 に,藤田哲也教授 (気象),入江昭教
授 (国際政治)ら がいて大いに活躍されています。

ここ数年アメリカの経済は著く不調で,多 くの

私立大学がその影響を受けて経営に困難をきたし

ています。シカゴ大学も facultyの 5%削減など

の努力で,なんとか 2～ 3年前にどん底を脱 した

ようですが,人文系での学生数の減少が大きな問

題になっていました。これは,全体にアメリカで

高等教育を受ける人間が減っているためで,そ の

原因としては高等教育を卒業 してもそれにふさわ

しい職が得られない事が上げられています。

米国では研究者間の競争が日本よりはげしいと

言われます。これは確かにそのとおりだと思いま

すが,私の感 じた所ではむしろ研究者という者に

対する社会の通念にかなりの違いがあるような気
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